
ケーブルテレビ「市政番組」の名称を選んでね!
バナー広告募集

市民病院職員募集

成人式

花粉症を知ろう

子どもからお年寄りまで  好奇心は力なり!!

平成20年度市民編集委員を紹介します

�緊急医・カレンダー　�ニューススポット　�お知らせ　

�ほのか診察室　�輝くひと☆発見　�しみんのトビラ
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今月の人口
平成20年2月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 51,850人（－46）

男……… 25,472人（－23）

女……… 26,378人（－23）

世帯数…………16,385世帯

暮らしのカレンダー 緊急医

出生……35人

死亡……64人

転入……51人

転出……69人

今月の表紙

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

平日／午後7時～午後11時

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
東郷西
保育園

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

3月　2日（日）・　9日（日）

　　　16日（日）・20日（祝）

　　　23日（日）・30日（日）

7

26

金

水

夜

夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

18 火 夜
☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）

9

11

日

火

昼

夜

医科・歯科とも開設しています。

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）
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宮本病院

今泉医院

内山医院

米田内科

中根医院

西新町内科整形外科外科医院

森下医院

今泉病院

おさだファミリークリニック

中村医院

ほうらいクリニック

村松内科

荻野医院

高木内科医院

茶臼山厚生病院

しんしろフィットクリニック

静巌堂医院

ながしのクリニック

ちさと医院

中根医院

織田医院

星野病院

米田内科

くまがい医院

緑が丘診療所

あいきょうクリニック

今泉医院

おさだファミリークリニック

宮本病院

内山医院

しんしろフィットクリニック

ひなまつり
耳の日

消防団観閲式（桜淵いこいの広場）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

世界結核デー

春分の日

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

子どもの予防接種週間～7日�
特別館内整理～7日【文】（図）

体育室親子無料開放(午後)【青】

( 海老 )

(玖老勢)

( 平井 )

（平井）

（本町）

(東新町)

( 布里 )

( 栄町 )

( 本町 )

（的場）

( 大野 )

（東新町）

（長篠）

（栄町）

( 富沢 )

( 川路 )

（副川）

（長篠）

（杉山）

（本町）

(下吉田)

( 大野 )

（平井）

( 富永 )

(緑が丘)

(大野田)

(玖老勢)

( 本町 )

( 海老 )

( 平井 )

( 川路 )

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を

事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

　1月24日（木）から30日（水）ま

での全国学校給食週間に合わせ、

28日（月）、開成小学校のランチ

ルームで穂積市長を招き「ふる

さと給食の会」が行われました。

　この会は、地域の特産物を作

っている方を招いて、児童とい

っしょに給食をとりながら交流

を深めるものです。

　穂積市長から「ものを食べる

ことは、人間が一番人間らしい

行動をとる時です。作ってくれ

た人に感謝し、出されたものは

残さず食べてください」とあい

さつがありました。

給食に感謝しよう！
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投
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限
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投
票
方
法

　
①
指
定
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投
票
用
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に
、
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組
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（
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作
品
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ち
か
ら
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作
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ッ
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メ
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法
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し
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。
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。
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。
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あ
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あ
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国
は
、
平
成
16
年
6
月
に
「
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
水
道
関
係

者
の
共
通
の
目
標
と
な
る
水
道
の
将

来
像
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

具
体
的
な
施
策
や
工
程
を
示
し
ま
し

た
。

　
こ
の
国
の
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

方
針
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
い
て
も
、

水
道
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
描
き
、

そ
の
実
現
の
た
め
の
方
策
な
ど
を
含

め
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市
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）
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策
定
を
進
め
て
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ま
す
。

今
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市
水
道
ビ
ジ
ョ
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」
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て
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よ
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、
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日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30

　
分
ま
で

②
郵
送
す
る
。

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

閲
覧
期
間

　
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
場
所

・
本
庁
　
水
道
課

・
鳳
来
総
合
支
所
　
水
道
事
業
課

・
作
手
総
合
支
所
　
地
域
整
備
課

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30

　
分
ま
で

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

　
な
れ
ま
す
。

特

別

徴

収

対

象

者

の

要

件

特
別
徴
収
開
始
の
時
期

19
年
4
月
2
日
〜
10
月
1
日
に
年
金
支
給
が
裁
定
さ
れ
た
方

　
　
10
月
2
日
〜
12
月
1
日
に
年
金
支
給
が
裁
定
さ
れ
た
方

　
　
12
月
2
日
〜
20
年
2
月
1
日
に
年
金
支
給
が
裁
定
さ
れ
た
方

20
年
2
月
2
日
〜
4
月
1
日
に
年
金
受
給
が
裁
定
さ
れ
た
方

　
　
4
月
2
日
〜
6
月
1
日
に
年
金
支
給
が
裁
定
さ
れ
る
方

　
　
6
月
2
日
〜
8
月
1
日
に
年
金
支
給
が
裁
定
さ
れ
る
方

20
年
4
月
年
金
支
給
分
か
ら

　
　
6
月
年
金
支
給
分
か
ら

　
　
8
月
年
金
支
給
分
か
ら

　
　
10
月
年
金
支
給
分
か
ら

　
　
12
月
年
金
支
給
分
か
ら

21
年
2
月
年
金
支
給
分
か
ら

■本
●問

■本
●問

■鳳■作

　
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の

支
払
い
方
法
は
、
納
付
書
や
口
座
振

替
に
よ
っ
て
直
接
支
払
う
「
普
通
徴

収
」
と
、
受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら

自
動
的
に
天
引
き
さ
れ
る
「
特
別
徴

収
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
65
歳
に
な
っ
た
当
初
は
「
普
通
徴

収
」
対
象
者
と
し
て
納
付
書
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20

年
以
降
の
特
別
徴
収
の
開
始
時
期
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
裁
定
と
は
、
社
会
保
険
庁
で
年

　
金
の
支
給
が
事
務
的
に
決
定
さ

　
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
20
年
3
月
1
日

（土）
〜
4
月
1

　
日

（火）
ま
で
に
裁
定
さ
れ
た
方

　
で
、
4
月
1
日
時
点
で
年
金

　
の
支
払
い
を
受
け
て
い
な
い
方

　
を
含
み
ま
す
。

・
事
務
処
理
の
都
合
上
、
社
会
保
険
庁
の
裁
定
デ
ー
タ
に
名
前
が
な
い
方
は
開
始

　
が
遅
れ
ま
す
。

・
現
況
届
の
提
出
忘
れ
で
保
険
料
の
天
引
き
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
多
く
な
っ

　
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
道
課

☎
23
‐
7
6
4
5
　
�
23
‐
7
0
4
7
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（
住
所
不
要
）

新
城
市
役
所
 

水
道
課
あ
て

特
別
徴
収
開
始
時
期
の
目
安

※1

※2

※2 ※1



長
篠
開
発
委
員
会

携帯サイト
QRコード

H
P
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.m
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e
.jp

/̃
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u
k
a
n
/

　
「
自
然
と
の
共
生
、
地
域
文
化
と

の
相
乗
り
に
よ
る
潤
い
の
あ
る
町
づ

く
り
事
業
」

　
長
篠
地
域
は
、
歴
史
的
に
有
名
な

長
篠
の
戦
い
の
史
跡
が
地
域
内
に
あ

り
、
緑
と
歴
史
遺
産
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鳳
来
地
区
の
中
で
は

住
環
境
の
条
件
が
良
い
場
所
で
す
が
、

そ
れ
で
も
人
口
の
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
補
助
を
受
け
、
「
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
37
人
の
委

員
が
中
心
と
な
り
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
３

部
会
を
設
け
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

宅
地
供
給
部
会
は
、
小
公
園
の
整
備

と
川
の
景
観
を
目
的
に
、
土
地
所
有

者
へ
の
協
力
依
頼
と
間
伐
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
遊
べ
る

場
所
を
作
る
調
査
と
準
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
歴
史
遺
産
活
用
部
会
は
、
長
篠
城

址
を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
史

跡
活
用
を
目
標
に
、
歴
史
が
分
か
る

散
策
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
備
え
た
案
内
看
板
の
設
置
、
コ

ー
ス
維
持
管
理
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
の
設
立
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
住
民

に
こ
の
地
域
に
対
す
る
魅
力
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
住
民
意

識
や
参
画
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
活

気
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

■本
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企
画
課
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Ｑ
Ｒ
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「
自
分
の
山
の
木
な
ら
自
由
に
切

っ
て
よ
い
」
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い

る
森
林
所
有
者
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

た
と
え
自
分
の
山
で
あ
っ
て
も
、
森

林
を
伐
採
す
る
時
は
、
事
前
に
届
出

を
す
る
事
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

伐
採
の
届
出

　
立
木
を
伐
採
す
る
に
は
、
農
林
水

産
省
令
で
定
め
る
手
順
に
従
い
、
あ

ら
か
じ
め
市
へ
「
伐
採
及
び
伐
採
後

の
造
林
届
出
書
」
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
安
林
指
定
さ

れ
て
い
る
森
林
を
伐
採
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
県
に
「
保
安
林
内
の
立

木
伐
採
許
可
申
請
書
」
ま
た
は
「
保

安
林
内
の
立
木
伐
採
届
」
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
出
者
…
立
木
の
伐
採
に
つ
い
て
権

　
原
を
持
つ
者

対
象
林
…
保
安
林
、
保
安
施
設
地
区

　
を
除
く
森
林
（
地
域
森
林
計
画
の

　
対
象
民
有
林
）

届
出
の
時
期
…
伐
採
を
始
め
る
90
日

　
か
ら
30
日
前
ま
で
に
提
出

面
積
…
林
業
伐
採
は
、
面
積
制
限
は

　
と
く
に
な
し
。
転
用
伐
採
は
、
１

　
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
ま
で
。
１
ヘ
ク

　
タ
ー
ル
を
超
え
る
開
発
行
為
の
伐

　
採
は
、
県
へ
「
林
地
開
発
許
可
申

　
請
」
な
ど
が
必
要
。

　
届
出
を
し
な
い
で
伐
採
し
た
場
合
、

森
林
法
第
207
条
の
罰
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

※
届
出
の
詳
細
・
様
式
は
、
森
林
政

　
策
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
、
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

森
林
政
策
課
　
☎
23
‐
7
6
3
1

rin
g

yo
u

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

成
果
報
告
会

日
時
　
3
月
15
日

（土）
　

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
軽
運
動
場

　
平
成
19
年
度
に
事
業
を
行
っ
た

団
体
が
、
事
業
の
成
果
発
表
を
行

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●em ■本
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広
報
「
ほ
の
か
」
２
月
号
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
３
月
号
で
は
具
体
的

に
、
保
険
料
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る

か
を
掲
載
し
ま
す
。
�

【
具
体
例
１
】
�

　
単
身
世
帯
で
老
齢
基
礎
年
金
79
万

円
の
場
合
�

　
金
額
が
120
万
円
未
満
で
す
の
で
、

所
得
割
額
は
０
円
で
７
割
の
軽
減
の

対
象
で
す
。
均
等
割
額
の
３
割
、
年

額
で
１
万
600
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
具
体
例
２
】
�

　
単
身
世
帯
で
老
齢
厚
生
年
金
201
万

円
の
場
合
�

　
所
得
割
額
は
、
年
金
額
201
万
円
か

ら
公
的
年
金
の
控
除
額
120
万
円
、
基

礎
控
除
33
万
円
を
引
い
た
48
万
円
に

所
得
割
率

６．５８
パ
ー
セ
ン
ト
を
掛
け
た

３
万
１,
５
８
４
円
で
す
。
均
等
割
額

は
、
２
割
軽
減
で
２
万
８，
４
2
9
円
、

年
間
保
険
料
６
万
円
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

【
具
体
例
３
】
�

　
夫
婦
世
帯
で
夫
が
厚
生
年
金
201
万

円
、
妻
が
老
齢
基
礎
年
金
79
万
円
の

場
合
�

　
夫
の
保
険
料
は
、
年
金
額
201
万
円

か
ら
公
的
年
金
の
控
除
額
120
万
円
、

基
礎
控
除
33
万
円
を
引
い
た
48
万
円

に
所
得
割
率

６．５８
パ
ー
セ
ン
ト
を
掛
け

た
３
万
１,
５
８
４
円
で
す
。
均
等
割

額
は
、
２
割
軽
減
と
な
り
２
万
８,
４

2
9
円
で
年
間
保
険
料
は
、
６
万
円

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
�

　
妻
の
保
険
料
は
、
総
所
得
額
０
円

で
す
の
で
、
所
得
割
は
０
円
、
均
等

割
額
は
、
夫
と
同
じ
２
割
軽
減
の
対

象
で
す
。
均
等
割
額
の
８
割
の
年
額

で
２
万
８,
４
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

本
　
　
　
　
人
�

　
　
配
　
偶
　
者
�

　
　
　
夫
婦

合

計

■作

市
民
福
祉
課
　
☎
37
‐
2
2
1
1

■鳳

市
民
福
祉
課
　
☎
32
‐
1
9
8
1
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保
険
医
療
課
　
☎
23
‐
7
6
2
5

年金額（収入）

所 得 額

旧ただし額所得�

軽減判定時の
公的年金等控除後

の所得

所 得 割 額
（１円未満切り上げ）

均 等 割 の
軽 減 割 合

軽減後の均等割額
１円未満切り捨て

保険料総額
100円未満切り捨て

（　）は、国保税�

年金額に占める
保険料総額の割合

年金額（収入）

所 得 額

旧ただし額所得�
軽減判定時の公的年
金 等 控 除 後 の 所 得

均等割の減額割合

所得割額（円）
１円未満切り上げ

減 額 後 の
均等割額（円）
１円未満切り捨て

保険料総額（円）
100円未満切捨       

所得割額
　（円）　

減額後の
均 等 割 額
　（円）　

保険料総額
　（円）　

保 険 料
夫婦総額
　（円）　

（　）は、国保税

年金額に占
める保険料
総額の割合

年金収入による年間保険料額（単身世帯の場合）
被保険者均等割額＝35,537円
所　得　割　率＝  6.58%

年金収入による年間保険料額（夫婦世帯の場合）
被保険者均等割額＝35,537円
所　得　割　率＝  6.58%

【配偶者の年金は老齢基礎年金のみとする】

※均等割額は、被保険者の方の世帯の世帯主の方と、同じ世帯に属する被保険者の方の所得の

　合計額によって、下記のとおり軽減されることがあります。 

7割軽減：基礎控除額33万円を超えない世帯

5割軽減：【基礎控除額33万円＋24.5万円×被保険者数（世帯主である被保険者を除く）】円を

　　　　　超えない世帯

2割軽減：【基礎控除額33万円＋35万円×被保険者数（世帯主である被保険者を含む）】円を

　　　　　超えない世帯

　 79万    　120万  　 160万  　  180万  　  200万  　 220万   　 240万   300万

　　79万    　120万  　 160万  　  180万  　  200万  　 220万   　 240万   300万

　　　　0     　　　　　 0    　　 40万 　　　60万　　　 80万　　　100万　　　120万　 　180万

　　　 　0     　　　　　 0    　　 40万 　　　60万　　　 80万　　　100万　　　120万　 　180万

　　　　　0     　　　　 0      　　　7万 　　　27万　　　 47万　　 　67万　　　 87万　 　147万

　　　　　0     　　　　 0      　 7万 　　　27万　　　 47万　　 　67万　　　 87万　 　147万

　　　　　0     　　　　 0      25万 　　 45万　　　 65万　　 　85万　　　105万　 　165万

　　　　 　0    　　　　 0    　　  25万 　　 45万　　　 65万　　 　85万　　　105万　 　165万

　 10,661      　10,661     　 10,661     　 28,429      28,429      35,537      35,537      35,537        

　 10,661      　10,661     　 10,661       　 17,768      28,429      28,429      35,537      35,537                                               

（13,200 ）（13,200 ） （13,200） （43,800） （52,400） （69,800） （92,500）（104,200 

（19,500 ）（19,500 ） （19,500） （41,100） （69,200） （77,800） （88,400） （125,200） 

　 10,600      10,600      15,200      46,100      59,300      79,600      92,700     132,200

　 10,600      10,600      15,200      35,500      59,300      72,500      92,700     132,200

　 1.34%      0.88%      0.95%      2.56%      2.97%      3.62%      3.86%      4.41% 

　 1.34%      1.07%    　  1.08%      2.05%      3.14%      3.37%     4.02%      4.42% 

　　　　　0     　　　　 0      　　4,606      　17,766     　 30,926     　 44,086    　  57,246      96,726

　　　　　0   　　　　 0      　　4,606      　17,766     　 30,926     　 44,086    　  57,246      96,726

　　　　 　0     　　　　 0      　 　0　　　　 　0     　　　　 0      　 　0  　　　　　 0      　　　 0

　 10,661      　10,661     　 10,661     　17,768      28,429     28,429      35,537      35,537  

　 10,600      10,600      10,600      17,700      28,400      28,400     35,500　　　35,500

　 21,200      21,200      25,800     53,200      87,700     100,900    128,200　 167,700

7割軽減　 7割軽減　 7割軽減�     2割軽減　 2割軽減　 軽減なし  軽減なし　 軽減なし

7割軽減　 7割軽減　 7割軽減�     5割軽減　 2割軽減　 2割軽減  軽減なし　 軽減なし



新
城
中
学
校
卒
業
生
　
山
本
成
希
さ
ん

　
成
人
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
行
動
や
責
任
を

持
ち
た
い
で
す
。

東
郷
中
学
校
卒
業
生
　
宗
田
光
博
さ
ん

　
中
学
校
以
来
会
っ
て
い
な
い
友
人
に
会
っ

て
、
女
の
子
は
か
わ
い
く
、
男
の
子
は
ス
ー

ツ
で
び
し
っ
と
き
め
て
い
て
、
自
分
も
が
ん

ば
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
身
が
し
ま
る
思

い
が
し
ま
し
た
。

八
名
中
学
校
卒
業
生
　
小
�
津
允
さ
ん

　
選
挙
に
は
必
ず
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

20
歳
に
な
り
、
お
酒
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ

て
う
れ
し
い
で
す
。

千
郷
中
学
校
卒
業
生
　
松
村
優
希
さ
ん

　
大
学
で
外
国
語
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
そ

れ
を
生
か
せ
る
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

鳳
来
中
学
校
卒
業
生
　
林
　
雄
太
さ
ん

　
大
学
で
教
員
免
許
を
取
る
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
い
る
の
で
、
高
校
の
先
生
に
な
り
た
い

で
す
。

作
手
中
学
校
卒
業
生
　
西
山
和
成
さ
ん

　
仕
事
で
林
業
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
早
く

一
人
前
に
な
り
た
い
で
す
。
若
い
人
に
も
っ

と
林
業
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
１
月
13
日

（日）
、
新
城
文
化
会
館
で
、
成
人
式
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
、
新
城
・
鳳
来
・
作
手
地
区
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
の
式
典
・
催
し
が
、
今
年
か
ら
一
つ
の
会
場
に
な

り
、
こ
の
日
成
人
を
迎
え
た
712
人
が
、
大
人
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。

（
各
中
学
校
区
か
ら
の
代
表
者
が
、
意
見
を
述
べ
ま
し
た
）

二十歳になったよ！

二十歳の灯

「設楽原ゆめ太鼓（東郷中学校生徒の皆さん）」の演奏

恩師を囲んで 新成人誓いのことば

ともしび

は た ち

し
げ
　
き

む
ね

た

み
つ
ひ
ろ

お
　
や
い
　
づ

ま
こ
と

ゆ
う

き

つ

ゆ
う

た

か
ず
し
げ



消防署　　　☎ 22‐1119
消防総務課　☎ 22‐1746

●問

　
今
年
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

「
火
は
見
て
る

　
　
　
あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
時
を
」

を
統
一
標
語
に
、
３
月
１
日

（土）

か
ら
７
日

（金）
ま
で
の
1
週
間
、

全
国
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
と
き
で
す
。

こ
の
運
動
を
機
会
に
、
防
火
意
識

を
高
め
、
火
災
の
な
い
街
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
ロ

　
台
所
で
の
火
災
原
因
で
最
も
多

い
の
が
コ
ン
ロ
で
す
。

　
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
ま
た
、
揚

げ
物
に
使
う
て
ん
ぷ
ら
油
は
、
高

温
に
な
る
と
発
火
し
て
し
ま
う
た

め
、
と
く
に
注
意
が
必
要
で
す
。

静電気除去シート（一例）

た
ば
こ

　
た
ば
こ
の
火
は
、
高
温
で
す
。

火
を
消
し
た
つ
も
り
で
も
、
完
全

に
消
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

吸
い
殻
は
、
水
で
消
す
な
ど
し
、

溜
め
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

燃
料
の
吹
き
こ
ぼ
れ

　
皆
さ
ん
が
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

（
自
分
で
自
動
車
な
ど
に
給
油
す

る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）
で
使
用

し
て
い
る
給
油
ノ
ズ
ル
に
は
、
燃

料
タ
ン
ク
が
満
タ
ン
に
な
っ
た
と

き
に
給
油
を
自
動
的
に
停
止
す
る

装
置
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
装
置
は
…

�
少
し
ず
つ
給
油
し
て
い
る
場
合

�
ノ
ズ
ル
を
奥
ま
で
差
し
込
ん
で

　
い
な
い
場
合

　
機
能
し
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま

　
す
。

　
給
油
ノ
ズ
ル
は
奥
ま
で
差
し
込

　
み
、
レ
バ
ー
を
完
全
に
握
っ
て

　
給
油
を
行
い
、
一
度
給
油
が
停

　
止
し
た
ら
、
継
ぎ
足
し
給
油
を

　
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

静
電
気
と
可
燃
性
蒸
気

　
バ
チ
ッ
と
指
先
で
、
静
電
気
を

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
給
油
中
は
、
給
油
口
か
ら
目
に

見
え
な
い
可
燃
性
蒸
気
が
吹
き
出

し
て
い
て
、
静
電
気
の
火
花
に
よ

り
引
火
し
、
火
災
に
な
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
給
油
前
に
は
静
電

気
除
去
シ
ー
ト
に
必
ず
触
れ
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
給
油
中
に
た
ば
こ
に
火

を
つ
け
る
な
ど
の
行
為
は
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

�
エ
ン
ジ
ン
は
、
必
ず
停
止
す
る

�
喫
煙
、
そ
の
ほ
か
の
火
気
は
絶

　
対
に
使
用
し
な
い

�
給
油
前
に
は
、
静
電
気
除
去
シ

　
ー
ト
に
触
れ
る

�
油
種
は
必
ず
確
認
す
る

�
給
油
中
に
、
子
ど
も
が
近
づ
か

　
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

�
給
油
ノ
ズ
ル
は
、
し
っ
か
り
と

　
奥
ま
で
差
し
込
み
、
給
油
レ
バ

　
ー
は
止
ま
る
と
こ
ろ
ま
で
確
実

　
に
握
る

�
給
油
が
停
止
し
た
ら
、
そ
れ
以

　
上
の
給
油
は
行
わ
な
い

�
給
油
終
了
後
、
給
油
キ
ャ
ッ
プ

　
は
確
実
に
取
り
付
け
る

�
そ
の
ほ
か
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

　
内
に
掲
示
し
て
あ
る
注
意
事
項

　
を
守
る

た
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じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
1
2

　
　
�
23
‐
2
0
0
2

　
　
　jo

h
o

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
　
都
市
計
画
課

　
　
☎
23
‐
7
6
4
0

　
新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
、
新
桜
通
り
を
歩
行
者
天
国
に

し
て
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
太
鼓
、
よ
さ
こ

い
踊
り
の
ほ
か
、
も
ち
投
げ
・
も

ち
つ
き
な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
３
月
23
日

（日）
　

　
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
（
雨
天

　
中
止
）

　
新
桜
通
り
（
県
新
城
設
楽
総
合

　
庁
舎
西
側
道
路
）

※
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
新
桜

　
通
り
を
竹
の
灯
篭
で
照
ら
す
「
花

　
灯
路
」
を
、
フ
ェ
ス
タ
開
催
２

　
週
間
前
か
ら
行
い
ま
す
。
ロ
ウ

　
ソ
ク
の
明
か
り
に
揺
ら
め
く
陽

　
光
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
市
文
化
協
会

　
☎
23
‐
7
6
5
6

市
民
茶
会

　
３
月
９
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
新
城
文
化
会
館

　
裏
千
家
…
和
室

　
南
坊
流
…
301
講
習
室

い
け
ば
な
諸
流
展

　
３
月
８
日

（土）
・
９
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
９
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　
新
城
文
化
会
館

　
無
料

鳶
ヶ
巣
山
を
歩
こ
う

　
　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　
　
☎
�
32
‐
0
1
6
2

　
3
月
16
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
、

　
当
日
防
災
行
政
無
線
で
午
前
７

　
時
に
放
送
し
ま
す
）

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
駐
車
場

　
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
。
小
学
生
以
下
の
方
は
、

　
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

　
100
円
（
保
険
代
な
ど
）
当
日
集

　
金
し
ま
す
　

　
３
月
８
日

（土）

　
※
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
・
距
離
　

　
保
存
館
↓
馬
場
信
房
忠
死
の
碑

　
↓
新
昌
寺
（
強
右
衛
門
の
墓
）

　
↓
（
磔
死
の
碑
）
↓
牛
渕
橋
↓

　
鳶
ヶ
巣
山
↓
夢
出
会
い
橋
↓
保

　
存
館
　
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
昼
食
・
飲
物
が
必
要
な
方
は
、

　
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

き
め
こ
み
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
、

和
紙
の
あ
と
り
絵
展

　
目
打
ち
を
使
っ
て
ボ
ー
ド
に
布

の
端
を
入
れ
込
ん
で
い
く
立
体
感

の
あ
る
手
芸
の
「
き
め
こ
み
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
」
と
、
型
に
沿
っ
て
配

色
な
ど
に
気
を
使
い
な
が
ら
目
打

ち
で
和
紙
を
切
っ
た
「
和
紙
の
あ

と
り
絵
」
の
展
示
で
す
。
ど
の
作

品
も
四
季
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
3
月
１
日

（土）
〜
31
日

（月）

　
（
火
曜
休
館
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

多
様
化
農
業
で
農
業
を
活
性
化

　
　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
☎
32
‐
0
5
1
3

　
早
稲
田
大
学
社
会
シ
ス
テ
ム
工

学
研
究
所
は
「
21
世
紀
の
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
具

体
策
を
６
年
に
わ
た
り
研
究
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
外

の
情
勢
を
踏
ま
え
、
地
域
活
性
化

に
は
農
業
が
大
切
で
あ
る
と
の
考

え
か
ら
、
多
様
化
農
業
を
提
唱
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
講
座
で
は
、

特
産
物
に
焦
点
を
あ
て
た
地
域
農

業
の
活
性
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　
３
月
９
日

（日）

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
鳳
来
地
域
間
交
流
施
設

　
（
旧
七
郷
一
色
小
学
校
）

　
ど
な
た
で
も

　
早
稲
田
大
学
社
会
シ
ス
テ
ム
工

　
学
研
究
所
　
研
究
員
　
　

　
山
川

裕
夫
 

氏

　
無
料

　
電
話
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

と
び
　
が
　

す
　
や
ま

●￥

●￥

●￥

●応

●時

●対 ●他

●定●〆 ●集

●定

●問
●申

●時

●時●時

●講

●時●所

●時●所

●所 ●所 ●所

●問
■鳳

●問

●問
■本

●申
●問

■鳳

●申
●問

み

に

こ

ん

か

ん

す

ね

え

も

ん

の

ぶ

ふ

さ

ち
ゅ
う
し

し
ん
し
ょ
う

じ

は
り
つ
け
し

う

し

ぶ

ち

ば

し

ひ
ろ

お

う

ら

せ

ん

け

な
ん

ぼ
う
り
ゅ
う

と

う

ろ

う

と

う

ろ

う

は
な

こ
う
ざ
く
ら

よ
う

●em



　
　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
☎
32
‐
0
5
1
3

〒
４
４
１
‐
１
６
９
２（
住
所
不
要
）

鳳
来
総
合
支
所
　
地
域
振
興
課
あ
て

　h
ri-tiikish

in
ko

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
知
多
郡
東
浦
町
は
、
徳
川
家
康

の
生
母
「
於
大
の
方
」
生
誕
の
地

で
す
。
旧
鳳
来
町
と
昭
和
61
年
、

姉
妹
提
携
を
結
び
、
平
成
19
年
に

新
城
市
と
し
て
再
度「
姉
妹
提
携
」

を
結
び
ま
し
た
。

　
東
浦
町
で
は
、
毎
年
４
月
に
「
於

大
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
あ

な
た
も
、
東
浦
町
の
春
を
満
喫
し

に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

　
４
月
19
日

（土）

　
午
前
８
時
：
鳳
来
総
合
支
所
出

　
発（
本
庁
経
由

午
前
8
時
25
分
）

　
午
後
４
時
：
鳳
来
総
合
支
所
帰

　
着
予
定

　
東
浦
町
於
大
公
園
・
於
大
の
み

　
ち
・
乾
坤
院
一
帯

　
※
雨
天
の
場
合
中
止

　
無
料
（
昼
食
は
各
自
）

　
参
加
す
る
方
全
員
（
４
人
ま
で
）

　
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　
番
号
を
記
入
の
上
、
は
が
き
ま

　
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ

　
さ
い
。

※
代
表
者
の
氏
名
に
◎
（
二
重
丸
）

　
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選

　
結
果
を
後
日
代
表
者
に
連
絡
し

　
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
方

　
３
月
28
日

（金）
必
着

　
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

　
抽
選
）

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　 

新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
行
い
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電
源

の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単
な

文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、
て

い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
３
月
15
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
　
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
を
ご
用

　
意
く
だ
さ
い
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
の
方
（
キ
ー

　
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い

　
方
な
ど
）

申
込
期
間
　

　
２
月
25
日

（月）
〜
3
月
5
日

（水）

申
込
方
法

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
名
前
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　h
o

u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b

.n
e

.jp

　 

　

　

友
の
会
は
、
自
然
を
愛
す
る
仲

間
が
、
博
物
館
を
通
し
て
自
然
に

対
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日

（火）
〜
平
成
21
年
3

　
月
31
日

（火）
（
随
時
受
け
付
け

　
し
て
い
ま
す
）

特
典

①
会
員
証
の
提
示
で
、
博
物
館
内

　
の
見
学
が
自
由

②
会
報
「
瑠
璃
山
」
、「
は
く
ぶ

　
つ
か
ん
だ
よ
り
」
の
送
付

③
観
察
会
な
ど
の
博
物
館
行
事
の

　
情
報
提
供
と
、
優
先
的
参
加

④
友
の
会
行
事
（
イ
ベ
ン
ト
、
観

　
察
会
な
ど
）
へ
の
参
加

⑤
学
習
室
や
備
品
、
図
書
の
利
用

年
会
費

　
大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
，

０

　
０
０
円
、
小
・
中
学
生
700
円

　
家
族
会
員
（
同
居
の
み
）
３，

　
０
０
０
円

　
グ
ル
ー
プ
会
員
（
学
校
な
ど
の

　
グ
ル
ー
プ
単
位
で
20
人
か
ら
）

　
５，
０
０
０
円
か
ら

入
会
方
法

①
友
の
会
入
会
申
込
用
紙
で
入
会

　
（
博
物
館
窓
口
で
入
会
）

②
郵
便
振
替
用
紙
で
入
会

③
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

　
会

h
ttp

://h
o

m
ep

ag
e3.n

ifty.co
m

/h
o

u
rai99

※
友
の
会
の
詳
し
い
内
容
や
資
料

　
請
求
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
森
林
政
策
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
3
1

　
　
　
�
23
‐
2
0
0
2

　rin
g

yo
u

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
森
林
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、

市
民
の
知
恵
と
力
に
よ
り
市
民
が

散
策
の
で
き
る
「
し
ん
し
ろ
の
森
」

を
つ
く
る
た
め
、
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
第
14
回
　
３
月
16
日

（日）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
庭
野
地
内
市
有
林

　
無
料

　
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）

　
３
月
12
日

（水）

※
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

　
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
森
林
政
策
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
3
1

　
　
　
�
23
‐
2
0
0
2

　rin
g

yo
u

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
市
民
管
理
の
森
づ
く
り
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
進
め
て
い

く
た
め
に
、
森
林
・
林
業
に
関
す

る
知
識
と
技
術
を
実
践
に
即
し
た

形
で
学
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
成

し
て
い
く
講
座
で
す
。
第
10
回
は

間
伐
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
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新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

　
☎
23
‐
8
7
0
1

　
架
空
請
求
、
不
当
請
求
や
点
検

商
法
な
ど
、
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
よ
う
な
場
合
、
新
城
設
楽

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
の
消
費
生
活
相

談
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
に
は
、

家
族
や
友
人
と
悪
質
商
法
に
つ
い

て
話
し
あ
っ
た
り
、
ご
近
所
の
高

齢
者
に
注
意
を
呼
び
か
け
た
り
す

る
な
ど
、
情
報
交
換
や
交
流
が
大

切
で
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
呼
び
か

け
・
協
力
に
よ
り
、
地
域
全
体
で

悪
質
商
法
の
被
害
を
防
止
し
ま
し

ょ
う
。

最
近
多
い
相
談
内
容

　
見
覚
え
の
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
有
料
サ
イ
ト
の
不
当
請
求
や
、

ハ
ガ
キ
な
ど
の
架
空
請
求
に
よ
る

件
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
の

訪
問
販
売
に
関
す
る
相
談
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
1
人
暮
ら
し
の
老

人
や
、
昼
間
１
人
で
家
に
い
る
老

人
を
、
悪
質
業
者
が
狙
っ
て
販
売

活
動
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
地
域
福
祉
課
（
福
祉
事
務
所
）

　
☎
23
‐
8
0
5
1

　
児
童
育
成
課
（
児
童
・
障
害
者

　
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
23
‐
7
3
6
6

　
県
で
は
、
新
城
設
楽
事
務
所
健

康
福
祉
課
（
福
祉
事
務
所
）
と
、

新
城
設
楽
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
を

統
合
し
て
、
新
城
設
楽
福
祉
相
談

セ
ン
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

　
所
在
地
は
、
新
城
保
健
所
庁
舎

内
で
す
。

　
お
も
な
業
務
内
容
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
福
祉
部
門
の
相
談
窓
口

の
総
合
化
と
し
て
、
新
た
に
障
害

者
に
係
る
相
談
を
児
童
・
障
害
者

相
談
セ
ン
タ
ー
で
始
め
ま
す
。

名
　
称

　
新
城
設
楽
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

住
　
所

　
〒
４
４
１
‐
１
３
２
６

　
新
城
市
字
中
野
６
‐
１

　
あ
な
た
や
あ
な
た
の
ご
家
族
が
、

い
つ
な
ん
ど
き
交
通
事
故
に
遭
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
場

合
に
備
え
て
、
１
人
年
額
360
円
の

掛
け
金
で
助
け
合
う
交
通
災
害
共

済
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の
加
入
を

お
勧
め
し
ま
す
。
市
内
在
住
の
方

な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
年
度
末
に
、
次
年
度
の
申
し
込

　
み
用
紙
を
市
役
所
か
ら
区
長
を

　
第
10
回
　
３
月
30
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
門
谷
地
内

　
無
料

　
（
た
だ
し
、
昼
食
は
各
自
持
参
）

　
先
着
15
人

　
第
10
回
　
３
月
26
日

（水）

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー

　
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
遺
児
手
当
（
平
成
19
年
12
月

〜
３
月
分
）
を
３
月
31
日

（月）
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
者
の

皆
さ
ん
は
金
融
機
関
で
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
本

　
庁
児
童
課
、
ま
た
は
各
総
合
支

　
所
市
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
市
障
害
者
手
当
（
平
成
19
年
12

月
〜
３
月
分
）
を
３
月
31
日

（月）

に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
者

の
皆
さ
ん
は
金
融
機
関
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
、
本

　
庁
福
祉
課
、
ま
た
は
各
総
合
支

　
所
市
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

福
祉
課

☎
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

市
民
安
全
対
策
室

☎
23
‐
7
6
1
3

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
2

地
域
振
興
課

☎
37
‐
2
2
1
1

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

■鳳■作

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
読
み
や
す
く

親
し
み
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
に
、
広
報
「
ほ
の
か
」

の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

�
広
報
「
ほ
の
か
」
発
行
月
ご
と

　
に
、
所
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

　
に
よ
り
感
想
・
意
見
な
ど
を
報

　
告
す
る
。

�
気
づ
い
た
こ
と
や
、
地
域
の
で

　
き
ご
と
、
話
題
な
ど
を
随
時
提

　
供
す
る
。

　
５
人

　
市
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
18

　
歳
以
上
の
方

任
　
期

　
委
嘱
の
日
〜
翌
年
３
月
31
日

（火）

募
集
お
よ
び
選
定

　
原
則
と
し
て
、
公
募
に
よ
り
広

く
市
民
か
ら
募
集
し
、
応
募
者
が

定
数
を
超
え
た
場
合
は
居
住
地
域
、

年
齢
な
ど
を
考
慮
し
て
選
定
す
る
。

た
だ
し
、
応
募
者
が
定
数
を
満
た

な
い
場
合
は
、
第
三
者
の
推
薦
に

よ
り
選
定
す
る
。

謝
礼
　
毎
年
度
予
算
の
定
め
る
と

　
こ
ろ
に
よ
る
。

　
３
月
14
日

（金）

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

　
号
、
職
業
を
記
入
の
上
、
は
が

　
き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

jo
h

o
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．sh
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．lg
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郵
送
先

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2（
住
所
不
要
）

じ
ょ
う
ほ
う
課

新
城
市
役
所 
じ
ょ
う
ほ
う
課
あ
て
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「
ト
ン
ネ
ル
」
上
下
　
Ｒ
・
ゴ
ー

ド
ン
ほ
か
著
　
ゴ
マ
ブ
ッ
ク
ス

　
発
掘
好
き
少
年
が
地
下
へ
つ
な

が
る
ト
ン
ネ
ル
を
発
見
し
、
異
世

界
に
入
っ
て
い
く
冒
険
物
語
で
す
。

「
黄
金
の
羅
針
盤
」
上
下
　
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
プ
ル
マ
ン
著
　
新
潮
社

　
「
ラ
イ
ラ
の
冒
険
」
と
し
て
３

月
公
開
予
定
映
画
の
原
作
で
す
。

異
世
界
の
少
女
ラ
イ
ラ
と
現
代
の

少
年
ウ
ィ
ル
の
冒
険
物
語
で
す
。

あ
れ
っ
！

　
い
つ
も
見
ぬ
顔
・
知
ら
ぬ
顔

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
が
犯
人

逮
捕
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
最
近
の
ド
ロ
ボ
ウ
は
、
昔
か
ら

の
常
習
的
な
日
本
人
の
ド
ロ
ボ
ウ

ば
か
り
で
な
く
、
不
法
入
国
し
た

外
国
人
が
、
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
犯

行
手
口
は
、
偽
造
し
た
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
装
着
し
た
盗
難
車
を
使
用

し
て
、
広
範
囲
に
移
動
し
な
が
ら

犯
行
を
繰
り
返
し
た
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
バ
ー
ル
な
ど
の
道
具
の
ほ

か
、
サ
ム
タ
ー
ン
回
し
と
呼
ば
れ

る
特
殊
な
工
具
を
使
っ
た
り
す
る

な
ど
ま
す
ま
す
悪
質
・
巧
妙
化
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
最
近
は
、
家
庭
だ
け
で
な

く
、
自
動
車
盗
、
ひ
っ
た
く
り
、

車
上
ね
ら
い
な
ど
、
街
頭
で
も
ド

ロ
ボ
ウ
は
多
発
し
て
い
ま
す
。
と

く
に
皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
で
あ

る
自
動
車
を
狙
っ
た
犯
罪
は
、
手

口
も
巧
妙
で
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
さ
れ
た
車
で
あ
っ
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
短
時

間
で
盗
み
出
し
、
さ
ら
に
盗
ん
だ

自
動
車
を
海
外
に
不
正
に
輸
出
す

る
な
ど
し
て
被
害
品
が
被
害
者
の

元
に
戻
ら
な
い
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
を

脅
か
す
ド
ロ
ボ
ウ
を
１
人
で
も
多

く
逮
捕
す
る
た
め
、
日
夜
努
力
を

し
て
い
ま
す
が
、
捜
査
活
動
に
は
、

皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
一
言

が
、
犯
人
逮
捕
に
つ
な
が
る
大
き

な
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
の
で
、

ド
ロ
ボ
ウ
と
思
い
当
た
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
一
一
〇
番
し
て
く

だ
さ
い
。

新
城
警
察
署

☎
22
‐
0
1
1
0

　
70
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
は
、

全
体
の
40
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占

め
、
こ
れ
を
75
歳
以
上
に
限
定
す

る
と
28.9
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。
な
ぜ
お
年
寄
り
の
医
療

費
は
増
え
続
け
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
関
心
を
持
ち
、
医
療
費
を
有

効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
お
年
寄
り
の
医
療
費
が
多
い
の
は
、

１
　
有
病
率
、
受
診
率
が
高
い

　
自
分
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
訴
え
る
方
が
多

く
、
ま
た
、
病
院
に
か
か
る
回
数

も
多
い
。

２
　
医
師
の
指
示
を
守
ら
な
い

　
病
院
を
転
々
と
し
た
り
、
不
要

な
薬
を
せ
が
む
。
医
師
の
指
示
を

守
ら
ず
、
病
気
を
長
び
か
せ
る
こ

と
が
多
い
。

３
 

入
院
期
間
が
長
期
に
な
り
や

　
す
い

　
回
復
が
遅
い
た
め
、
治
療
期
間

が
長
く
な
る
。

４
　
慢
性
疾
患
が
多
い

　
長
期
の
治
療
が
必
要
な
慢
性
の

病
気
に
な
る
方
が
多
く
、
通
院
回

数
が
増
え
る
。

医
療
費
を
大
切
に
す
る
ポ
イ
ン
ト

①
栄
養
、
運
動
、
休
養
の
健
康
３

　
原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
治
療
よ
り
予
防
に
つ
と
め
ま
し

　
ょ
う
。

③
同
じ
病
気
で
い
く
つ
も
違
う
医

　
師
に
か
か
る
の
を
や
め
ま
し
ょ

　
う
。

④
医
療
費
に
関
心
を
持
ち
、
健
康

　
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
健
康
診
断
は
積
極
的
に
受
け
ま

　
し
ょ
う
。

　
４
月
診
療
分
か
ら
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る

方
が
、
精
神
科
病
院
に
入
院
し
た

場
合
、
受
け
た
精
神
疾
病
の
医
療

費
自
己
負
担
額
の
助
成
が
拡
大
さ

れ
ま
す
。

　
病
院
で
医
療
保
険
の
自
己
負
担

額
を
お
支
払
い
後
、
申
請
に
よ
り

助
成
し
ま
す
。
（
差
額
ベ
ッ
ド
代
・

食
事
代
な
ど
は
除
く
）

保
険
医
療
課
　☎
23
‐
7
6
2
5

市
民
福
祉
課
　☎
32
‐
1
9
8
1

市
民
福
祉
課
　☎
37
‐
2
2
1
1

●問
■本■鳳■作

障害
等級

改正後 改正前

1
・
2
級

3
級

変
更
な
し

医
療
費
の
自
己
負
担
額
か
ら

高
額
療
養
費
付
加
給
付
額
を

控
除
し
た
額
の
全
額
を
助
成

医
療
費
の
自
己
負
担
額
か
ら
高
額
療
養

費
付
加
給
付
額
を
控
除
し
た
額
の
2
分

の
1
を
助
成

　
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。
必
要
事

　
項
を
記
入
の
上
、
掛
け
金
を
添

　
え
て
区
長
に
申
し
込
む
か
、
直

　
接
市
内
の
金
融
機
関
に
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
転
入
し
た
方
な
ど
区

　
長
を
通
さ
ず
直
接
申
し
込
み
を

　
す
る
方
は
、
市
民
安
全
対
策
室

　
ま
た
は
、
各
総
合
支
所
地
域
振

　
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

共
済
期
間

　
４
月
１
日

（火）
〜
平
成
21
年
３

　
月
31
日

（火）

新
着
の
海
外
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
本
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
最
終
巻
「
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
死
の
秘
宝
」

の
発
売
が
、
７
月
23
日

（水）
に
決

定
し
ま
し
た
。
す
で
に
海
外
の
新

着
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
本
も
多
く
入
り
、

今
年
は
海
外
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
本

ブ
ー
ム
の
兆
し
が
見
え
ま
す
。
そ

こ
で
今
月
は
、
新
着
海
外
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
本
の
特
集
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
サ
イ
レ
ン
の
秘
密
」
ジ
ュ
リ
ア
・

ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
著
　
静
山
社

　
神
話
に
登
場
す
る
生
物
と
心
を

通
わ
す
少
女
の
物
語
で
す
。

「
錬
金
術
師
ニ
コ
ラ
・
フ
ラ
メ
ル
」

マ
イ
ケ
ル
・
ス
コ
ッ
ト
著
　
理
論

社　
史
実
が
巧
み
に
織
り
交
ぜ
ら
れ

た
、
息
を
も
つ
か
せ
ぬ
展
開
の
物

語
で
す
。

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

●問●HP

お
び
や

●問

ら

し

ん

ば

ん

ま

ん

せ

い

し

っ

か

ん

し

っ

ぺ

い

れ
ん
き
ん
じ
ゅ
つ

し

き

ざ



環境課　　　☎23‐7629

生活衛生課　☎22‐0521

●問 本

本

現在建設中の「資源物集積場」のようす

　
市
の
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
毎

年
発
行
す
る
環
境
報
告
書
、
「
新
城
市

の
環
境
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概

要
版
を
２
月
に
各
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
環
境
の
取
り
組
み
や
報
告
書
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
報
告
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
新
城
図
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
「
新
城
市
の
環
境
」
へ
の
ご
意
見
・

ご
要
望
の
あ
て
先

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

生
活
環
境
部
環
境
課
（
住
所
不
要
）

電
　
話
　
23
‐
7
6
7
7
（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
23
‐
8
3
8
8

メ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ka
n

kyo
u

@
c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

　
粗
大
ご
み
を
鳥
原
埋
立
処
分
場
へ
自

己
搬
入
す
る
場
合
、
平
日
（
火
・
水
・

木
曜
日
）
の
受
け
付
け
場
所
が
「
新
城

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
変
わ
り
ま

す
。
自
分
で
粗
大
ご
み
を
搬
入
す
る
方

は
、
処
分
す
る
も
の
を
車
に
積
み
、
受

け
付
け
場
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
毎
月
第
４
日
曜
日
は
、
今
ま

で
ど
お
り
直
接
鳥
原
埋
立
処
分
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
処
理
手
数
料
も
４
月
か
ら
変

更
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
「
ほ
の

か
」
２
月
号
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
市
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
運
用
開

始
を
目
指
し
て
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
隣
接
地
に
「
資
源
物
集
積
場
」
を
建

設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
地
区
の
資
源
回
収
で

集
め
ら
れ
た
缶
、
び
ん
、
紙
類
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
物
を
運
び
入
れ
、

再
生
処
理
業
者
へ
引
き
渡
す
た
め
に
選

別
・
保
管
す
る
施
設
で
す
。

　
資
源
物
集
積
場
の
運
用
や
利
用
方
法

は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
「
ほ

の
か
」
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
付
場
所

平
日

　
「
新
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

　
所
在
地
　
新
城
市
日
吉
字
樋
田
56

　
電
話
　
22
‐
０
５
２
１

毎
月
第
4
日
曜
日

　
「
鳥
原
埋
立
処
分
場
」

　
所
在
地
　
新
城
市
日
吉
字
傳
水
地

　
内

　
電
話
　
23
‐
1
1
4
3

受
付
日
時

　
平
日
の
火
・
水
・
木
曜
日
と
毎
月

　
第
４
日
曜
日

　
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

　
３
時

料
　
金

家
庭
系

　
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
400
円

　
100
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
800
円

　
100
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
は
、

　
100
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
800
円

　
（
１
車
ご
と
）

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
燃

や
す
も
の
」
の
自
己
搬
入
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
「
粗
大
ご
み
」
と

は
受
け
付
け
日
時
が
異
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
を
い
っ
し
ょ
に
搬
入
す

る
場
合
は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新城市環境報告書3－3

平成19年度版

新城市の環境



〔
譲
り
た
い
も
の
〕

�
子
供
用
自
転
車
（
女
子
用
）

　
　
（
保
育
園
児
〜
小
学
2
年
生
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

�
機
織
り
機
　
�
ワ
ー
プ
ロ
（
カ
シ
オ
以
外
）

�
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
付
照
明
器
具

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し

い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、
①
名
前
　
②

住
所
　
③
電
話
番
号
を
環
境
課
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

�
エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
イ
ス
付
）
　
　

＝
受
付
中

�
パ
ソ
コ
ン
ラ
ッ
ク
　
　
　
　
　

＝
受
付
中

�
つ
っ
ぱ
り
棒
（
地
震
対
策
用
品
）
　

＝
受
付
中

�
木
刀
（
８０
セ
ン
チ
）
　
　
 
 

　
　
＝
受
付
中

�
一
輪
車
（
小
学
生
女
子
用
）
　
　

＝
受
付
中

�
中
古
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
　

＝
受
付
中

�
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
 

 

　
＝
交
渉
成
立

�
電
動
ベ
ル
ト
（
健
康
器
具
）
　
　

＝
交
渉
成
立

�
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク
（
健
康
器
具
）
＝
交
渉
成
立

�
石
臼
・
杵
　
　
　
　
　
　
　

＝
交
渉
成
立

�
学
習
机
（
小
学
生
女
子
用
）
　

＝
交
渉
成
立

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

�
製
粉
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
受
付
中

�
パ
イ
プ
支
柱
（
農
業
用
）
　
　
　

＝
受
付
中

�
キ
ー
ボ
ー
ド
（
楽
器
・
子
ど
も
用
を
含
む
）
＝
受
付
中

�
箱
型
ミ
シ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
受
付
中

�
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
（
自
動
車
用
）
 

＝
交
渉
成
立

�
自
転
車
（
大
人
用
）
　
　
　
　

＝
交
渉
成
立

�
真
空
管
式
ラ
ジ
オ
・
ス
テ
レ
オ

＝
交
渉
成
立

�
一
輪
車
（
小
学
生
女
子
用
）
　
　
＝
交
渉
成
立

�
七
五
三
着
物
セ
ッ
ト
　
　
　
　
＝
交
渉
成
立

�
自
転
車
（
前
カ
ゴ
付
き
）
　
　

＝
交
渉
成
立

※
受
付
中
の
も
の
は
、
ま
だ
交
渉
が
さ
れ
て
い
な
い

　
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
１
人
当
た
り
１
年
間
で

約
300
枚
の
レ
ジ
袋
を
使
用
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
レ
ジ
袋
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と

は
、
ご
み
の
減
量
や
石
油
な
ど
の
限
り

あ
る
資
源
の
節
約
に
つ
な
が
る
た
め
、

マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
レ
ジ
袋
の
有
料
化
・
ポ
イ
ン

ト
制
度
な
ど
の
取
り
組
み
が
広
く
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
推
進
す
る
も
の
と
し
て
「
レ

ジ
袋
削
減
取
組
店
制
度
」
を
４
月
か
ら

開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
小
売
店
（
店
舗
）
が

３
年
間
で
レ
ジ
袋
辞
退
率
50
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
を
目
標
に
取
り
組
む
も
の
で
、

レ
ジ
袋
の
有
料
化
な
ど
、
登
録
申
し
込

み
を
し
た
小
売
店
が
そ
れ
ぞ
れ
に
創
意

工
夫
し
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を
図
る
も
の

で
す
。

　
今
後
、
市
で
は
近
隣
の
市
町
村
と
連

携
し
、
こ
の
制
度
の
実
施
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
買
い
物

を
す
る
際
の
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
を
呼

び
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
「
レ
ジ
袋
は
い
り
ま
せ
ん
」
と
言
う

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
言
葉
が
、
ご
み

の
減
量
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ごみ収集の効率化を図るため、4月1日（火）から、一部の地区の収集日を変更します。

上表に記載のない行政区にお住まいの方は、現在の収集日に出してください。

※詳しくは3月に各戸配付する「収集カレンダー」をご覧ください。

収集日が変更する行政区

地区

新城

鳳来

作手

収集日を変更する行政区名� 　　　　　　　　　　　　収集日

上平井、矢部、市川、塩沢、鳥原、吉川

徳定

大海、緑が丘

浅畑、下平、東矢田、寺林、大峠、引地、大野、小川、本久

栗衣、大平

蔵平、新戸、柿本、五反田、定国、紺東、紺西、小阿寺、川上、中平、

松沢、矢田、高野、竹ノ輪、多利野、黄柳野

富保（吉村・大草）

長者平、鴨ヶ谷、市場、作手須山、北畑、野郷、作手川合、相寺、和田、

見代、戸津呂、杉平、赤羽根、小林、東高松、大和田、田代

月・木

火・金

水・土

月・木

月

木

水・土

火

※

平
成
19
年
７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
広
報
「
ほ
の
か
」

掲
載
分

※小売店の登録制度です。

い
し
う
す
　

き
ね



　今年で 3 回目を迎える設楽原かるた合戦が、設

楽原歴史資料館前の芝生広場で行われ、公募で集

まった 20 人が参加しました。

　かるたは、子どもたちが楽しく歴史を学ぶきっ

かけとなるように、「設楽原をまもる会」の皆さ

んがつくり、資料館がジャンボサイズにしました。

　長篠・設楽原の戦いをなぞらえ、子どもたちが、

織田・徳川連合軍と武田軍に分かれて、48 枚の

Ａ 3 のジャンボかるたを取り合いました。結果は、

織田・徳川連合軍が 4 枚差で武田軍を倒し、戦史

と同じ結果になりました。

　新城文化会館で、市文化協会主催の書初め大会

が 4日（金）に、書初め展示会と初釜茶会が 5日（土）

に行われました。

　書初め大会では、約 30 人の参加者が、新年が

希望に満ちた年になることを願い、力いっぱい書

き上げていました。

1／ 5�

1/ 4�

5�
・



　作手地区の協和コミュニティでは、平成

19 年度自治宝くじ助成事業で、コピー機、

冷蔵庫、ガス炊飯器、テントなどの拠点備

品をはじめ、囲碁・碁盤、カラオケソフト、

天体望遠鏡、バドミントン、ソフトボール

などの文化・体育備品を購入しました。

　協和コミュニティでは、現在、体育･文

化の 10 クラブが活動を行っており、今回の

助成事業により、活動の拠点となる農村環

境改善センターの利便性の向上や、各部会

活動の活発化によるコミュニティの増進が

期待されています。

　備品を利用して、さっそく「協和囲碁大会」

が開かれ、会員から真新しい碁盤の感触を

喜ぶ声が聞かれました。

宝くじ助成備品で「囲碁大会」

消防団の分列行進

1／13�

1／17�

コミュニティ助成事業とは

（財）自治総合センターが、コミュニティの健全な発展と宝くじの普及広報を図るために、宝くじの収入を財源として助成を行うものです。

平成19年度（財）自治総合センターによるコミュニティ助成事業　

　小型動力ポンプ付き軽消防自動車が、社団法人

日本損害保険協会から市へ寄贈され、消防署で受

納式が行われました。

　この消防車は、4輪駆動式で、排気量が660ccで、

小型動力ポンプは毎分 1,280 リットルの放水能力

があります。消防車は、鳳来消防団第４分団第 4

班（本久地区）へ配備されました。

　桜淵いこいの広場で、市消防署、消防団、女性

防火クラブ、自衛消防隊、千郷中学校少年消防ク

ラブなど約 630 人、車両 28 台が参加して出初式

が行われました。「4 月からは、新城・鳳来・作

手の各消防団が統合され 1 つの消防団となります。

　また新たに消防防災センターが運用され、市の

消防にとって大きな節目の年になります。これま

で以上に市民のためにがんばってください」と穂

積市長から告辞がありました。

軽消防自動車受納式

で 　ぞ め し き



シリーズ第9話

新城市民病院　診療支援部

薬剤師　丸山昌広

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

　
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
暖
か
く
な
り

始
め
、
本
格
的
な
花
粉
症
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。
今
で
は
、
日
本
人

の
約
２
割
の
方
が
花
粉
症
に
か
か
っ

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
「
花
粉
症
」
に
つ
い

て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

【
花
粉
症
と
は
】　

　
花
粉
症
は
、
植
物
の
花
粉
が
原
因

と
な
り
引
き
起
こ
す
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
の
１
つ
で
す
。
症
状
を
引
き
起

こ
す
花
粉
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

そ
の
花
粉
が
飛
散
し
て
い
る
時
期
に

症
状
が
現
れ
ま
す
。
原
因
と
な
る
花

粉
に
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
イ
ネ
の
ほ

か
、
ブ
タ
ク
サ
、
カ
バ
ノ
キ
な
ど
が

あ
り
、
地
域
や
植
物
の
分
布
状
況
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
全
国
的
に
ス

ギ
花
粉
に
よ
り
症
状
が
現
れ
る
方
が

多
く
、
こ
の
地
域
で
も
、
例
年
２
月

上
旬
か
ら
ス
ギ
花
粉
が
飛
散
し
始
め
、

２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま
で
が
ピ

ー
ク
と
な
り
花
粉
症
の
症
状
を
訴
え

る
方
が
増
加
し
ま
す
。

　
症
状
は
、
花
粉
が
付
着
し
や
す
い

目
、
鼻
の
症
状
が
多
く
、
目
の
か
ゆ

み
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
感
、
く
し
ゃ
み
、
鼻

水
、
鼻
づ
ま
り
の
ほ
か
、
ノ
ド
の
違

和
感
を
訴
え
る
方
も
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
症
状
は
本
来
、
人
間
の
体
か
ら

異
物
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
自
然
な

生
体
反
応
で
す
が
、
花
粉
に
対
し
過

剰
な
反
応
（
こ
れ
を
感
作
と
い
う
）

を
起
こ
す
こ
と
か
ら
症
状
が
現
れ
る

の
で
す
。

　
感
作
の
原
因
は
、
そ
の
人
の
体
質

に
も
よ
り
ま
す
が
、
大
気
汚
染
な
ど

で
、
人
が
感
作
し
や
す
く
な
っ
た
こ

と
や
、
花
粉
そ
の
も
の
の
量
が
増
加

し
た
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
戦
後
、
各
地
の
山
林
で
行
わ
れ

た
ス
ギ
の
植
林
や
、
都
市
部
を
中
心

に
道
路
な
ど
が
舗
装
さ
れ
、
一
度
地

上
に
落
ち
た
花
粉
が
再
び
舞
い
上
が

る
こ
と
な
ど
が
花
粉
飛
散
量
増
加
の

一
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
花
粉
症
対
策
】

　
原
因
と
な
る
花
粉
に
接
し
な
い
こ

と
が
一
番
で
す
が
、
な
か
な
か
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
実
的

に
は
、
少
し
で
も
花
粉
が
付
か
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
対
策
と
な
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、

①
　
花
粉
飛
散
予
報
に
注
意
し
、
飛

　
　
散
の
多
い
日
の
外
出
を
控
え
る
。

②
　
マ
ス
ク
、
花
粉
用
ゴ
ー
グ
ル
な

　
　
ど
を
使
用
す
る
。

③
　
家
に
入
る
前
に
、
服
や
髪
の
毛

　
　
に
付
い
た
花
粉
を
払
い
落
と
す
。

④
　
帰
宅
後
は
顔
や
目
を
洗
い
、
う

　
　
が
い
を
し
て
花
粉
を
洗
い
流
す
。

⑤
　
洗
濯
物
や
布
団
は
外
に
干
さ
な

　
　
い
。
ま
た
は
、
取
り
込
む
と
き

　
　
に
花
粉
を
叩
き
落
と
す
。

⑥
 

窓
は
で
き
る
だ
け
開
け
な
い
。

⑦
 

空
気
清
浄
機
を
使
用
す
る
。

な
ど
で
す
。

　
日
常
生
活
で
は
、
こ
れ
ら
に
注
意

す
る
こ
と
で
症
状
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　
症
状
が
現
れ
た
ら
早
め
に
医
療
機

関
へ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
以
前
か
ら
花
粉
症
と
診
断

さ
れ
て
い
る
方
は
、
花
粉
の
飛
散
が

始
ま
る
約
１
週
間
前
か
ら
薬
を
服
用

す
る
こ
と
で
症
状
の
軽
減
が
期
待
で

き
ま
す
。 プロフィール

資格：

　がん専門薬剤師

　栄養支援薬剤師(NST)

　医療薬学会指導薬剤師

趣味：

　飛行機鑑賞、バイク

モットー：

　患者さんの笑顔が見られる

　ようにがんばっています。

ま る や ま ま さ ひ ろ

か
ん

さ



新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
3
月
17
日

（月）

　
午
前
10
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
3
月
21
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

�

名

勝

桜

淵
文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

　
桜
淵
は
、
天
竜
奥
三
河
国
定
公

園
の
南
玄
関
に
あ
た
り
、
元
々
は

笠
岩
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
し
た
。

そ
し
て
、
桜
淵
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
寛
文
２
（
1
6
6
2
）

年
に
新
城
城
主
菅
沼
定
実
が
、
こ

の
美
し
い
景
観
に
目
を
つ
け
、
遊

歩
の
地
に
し
よ
う
と
桜
を
植
え
さ

せ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

後
、
サ
ク
ラ
・
ツ
ツ
ジ
・
モ
ミ
ジ

の
植
樹
は
年
と
と
も
に
増
し
、
現

在
は
「
三
河
の
嵐
山
」
と
称
さ
れ

る
桜
の
名
所
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
名
前
が
示
す
と
お
り
、
桜

と
淵
を
も
つ
景
勝
地
で
、
サ
ク
ラ

の
名
所
は
全
国
各
地
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
渓
谷
美
を
兼
ね

備
え
た
名
所
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
渓
谷
は
、
地
盤
隆
起
に

よ
っ
て
豊
川
河
谷
が
一
段
と
深
く

掘
り
下
げ
ら
れ
、
段
丘
は
変
化
に

富
み
、
清
ら
か
な
水
を
た
た
え
て

い
ま
す
。
「
蜂
の
巣
岩
」
と
呼
ば

れ
る
巨
岩
を
は
じ
め
、
鍾
乳
洞
、

石
門
な
ど
が
断
崖
を
形
づ
く
っ
て

い
ま
す
。

　
春
は
桜
が
清
流
の
両
岸
に
爛
漫

と
咲
き
乱
れ
、
夏
の
緑
、
秋
の
紅

葉
が
調
和
し
て
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ

の
風
情
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
毎
年
、
お
花
見
や
川
遊
び
な
ど

で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
こ
の

地
に
、
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
ス
ギ
花
粉
症
の
季
節
が
到

来
し
ま
し
た
。
今
年
の
飛
散

量
は
、
例
年
よ
り
多
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
薬
を
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
日
常
生
活

を
少
し
気
を
つ
け
る
と
、
よ

り
快
適
に
過
ご
せ
ま
す
。

①
花
粉
が
多
い
日
の
外
出
に

　
注
意

　
雨
の
後
や
、
風
が
強
い
日
、

昼
過
ぎ
の
時
間
な
ど
は
、
花

粉
が
飛
び
や
す
い
と
き
で
す
。

帽
子
や
マ
ス
ク
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

②
洗
濯
物
、
布
団
に
注
意

　
洗
濯
物
や
布
団
を
無
防
備

に
干
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
布

の
繊
維
に
花
粉
が
た
く
さ
ん

付
着
し
ま
す
の
で
、
取
り
込

む
と
き
に
は
花
粉
を
よ
く
落

と
し
ま
し
ょ
う
。
布
団
に
は

掃
除
機
を
か
け
る
の
も
お
勧

め
で
す
。

③
花
粉
を
室
内
に
入
れ
な
い

　
こ
ま
め
な
掃
除
、
帰
宅
後

の
う
が
い
、
手
洗
い
を
忘
れ

ず
に
。

●問
本

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

　
3
月
28
日

（金）

　
午
前
９
時
45
分
〜
正
午

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
19
年
5
月
か
ら
8
月
生

　
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保

　
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

●問●問●問

●所 ●時●所 ●時 ●対●内
●申
●問

●申
●問

か

さ

い

わ

か

ん

ぶ

ん

さ

だ

ざ

ね

ま

ん

き

つ

け

い

し
ょ
う

ち

じ

ば

ん

り

ゅ

う

き

と

よ

が

わ

か

こ

く
だ
ん
き
ゅ
う

し
ょ
う
に
ゅ
う
ど
う

だ

ん

が

い

ら

ん

ま

ん

●対●所 ●時●対
●申
●問●持



市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

19年 18

18

0

0

0

0

22

19

－3

22

19

－3

88

103

15

20年

増減

分

1月中

梅
澤
　
羽
来

原
田
　
幸
歩

遠
山
　
真
生

大
塚
　
陽
菜

伊
藤
　
咲
愛

山
田
　
智
章

三
浦
　
　
絆

内
藤
　
陽
彩

横
山
　
隼
佑

中
野
　
太
惺

山
田
　
成
章

浅
野
　
永
翔

浅
野
　
功
翔

古
賀
　
柚
奈

瀧
元
　
蒔
季

深
井
　
優
来

横
内
　
隆
輝

伊
藤
　
良
太

伊
藤
万
由
子

金
子
　
冬
弥

安
形
　
星
恋

太
田
　
育
那

酒
井
　
敦
武

�
口
　
紗
菜

　
本
　
真
綺

川
口
　
透
矢

酒
井
　
玲
実

伊
藤
　
瑠
希

内
藤
　
　
珀

原
田
　
侑
來

伊
藤
　
琉
仁

三
浦
　
大
樹

久
原
　
望
夢

男女男女女男男男男男男男男女女男男男女男女女男女女男女男男女男男男

正
和

恵
稔

祐
司
　

喜
主
　

誉
人

章
弘
　

豊
昭
　

勝
也

和
典

勝
祥

和
弘

吉
裕

吉
裕

俊
雄

寛
太

浩隆
之
　

宏
修
　

松
栄
　

慶
祐
　

暢
洋

幸
宏

学和
博
　

健
治

聡孝
治

徹大
　
　

健
　
　

章
良
　

健
司
　

康
博
　

中
宇
利

連
合
　

黒
田
　

本
町
　

川
田
　

大
野
田

大
野
田

中
平
　

栄
町
　

野
田
　

長
篠
西

平
井
　

平
井
　

東
矢
田

平
井
　

大
海
　

石
田
　

川
田
　

野
田
　

川
路
　

富
岡
中
部

田
代
　

杉
山
　

有
海
　

明
和
　

入
船
　

大
野
田

名
号
　

石
田
　

弁
天
　

長
篠
西

弁
天
　

本
町
　

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
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22
‐
1
1
3
3
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県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

☎
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

☎
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

2月届出分
1月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

す こ や か 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

作手保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター

作手開発センター

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム 研修室B

市民体育館第１・2会議室

勤労青少年ホーム

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

毎週月～金曜日　（要予約）

3/3（月）　午前9時　（要予約）

3/3（月）　午前10時　（要予約）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

3/13（木）　午前10時～午後3時　（要予約）

3/21（金）　午前10時～午後3時　（要予約）

3/12（水）、26（水）　午後1時～4時　（要予約）

3/6（木）　午後1時～4時

3/5（水）、19（水）　午後1時～4時

3/10（月）　午後1時～4時

3/26（水）　午後2時～8時　（要予約）

3/11（火）、25（火）　午前10時～午後2時

3/14（金）　午後1時～4時

3/18（火）　午後1時～4時

3/11（火）　午後1時～4時

3/25（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

3/1（土）、15（土）　午前9時～正午　（要予約）

3/8（土）　午前9時～正午　（要予約）

3/22（土）　午前9時～正午　（要予約）

毎週火～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

3/18（火）　午前9時30分（母子健康手帳持参）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

作手保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

作手総合支所地域整備課

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

37-2839

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

32-0553

38-1481

23-7623

0120-874-412

23-5618

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

37-2211

24-0001

32-2811

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

3月の各種相談
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峰野　恵子さん（大峠）

　
峰
野
さ
ん
は
、
国
際
交
流
・
太
鼓
や
ド
ラ
ム

の
演
奏
・
音
楽
を
使
っ
て
体
を
動
か
す
体
操
の

指
導
・
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
う
活
動
家

で
す
。

　
現
在
、
未
就
園
児
を
対
象
に
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
し
た
り
、
折
り
紙
を
使
っ
て
そ
の
季

節
に
あ
っ
た
も
の
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
長
篠
保
育
園
で
は
、
園
児
と
い
っ
し
ょ
に
、

絵
本
の
主
人
公
に
な
っ
た
つ
も
り
で
動
い
て
み

る
『
リ
ズ
ム
あ
そ
び
』
を
し
て
い
ま
す
。
「
体

を
動
か
す
ほ
う
が
、
子
ど
も
が
喜
ぶ
か
ら
」
と

楽
し
そ
う
。

　
一
方
、
お
年
寄
り
が
積
極
的
に
社
会
に
参
加

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
３
月
か
ら
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
『
の
ん
ほ
い
ほ
う
ら
い
』

の
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
、
介
護
運
動
や
健
康
体
操

の
指
導
を
す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
県
の
健
康

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
会
に
参
加
し
、
救
命

救
急
の
基
礎
知
識
や
、
寝
た
き
り
老
人
を
つ
く

ら
な
い
た
め
の
理
論
と
実
技
を
学
ん
だ
り
し
ま

し
た
。

　
「
元
気
で
き
れ
い
な
お
年
寄
り
に
な
る
お
手

伝
い
を
し
た
い
し
、
自
分
も
そ
う
な
り
た
い
。

『
年
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
田
舎
で
機
会
が
な

い
か
ら
』
で
は
よ
く
な
い
と
思
う
。
す
る
こ
と

が
な
け
れ
ば
、
シ
ル
バ
ー
体
操
や
会
話
を
す
る

こ
と
で
、
お
年
寄
り
に
生
き
が
い
と
笑
い
を
与

え
た
い
。
な
ん
で
も
見
て
み
た
い
、
や
っ
て
み

た
い
」
と
好
奇
心
が
旺
盛
で
す
。
今
ま
で
は
子

ど
も
と
お
年
寄
り
を
別
々
に
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
一
体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
そ
う

で
す
。

　
「
未
就
園
児
と
お
年
寄
り
は
、
動
く
ス
ピ
ー

ド
や
考
え
方
が
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

い
っ
し
ょ
に
活
動
で
き
た
ら
い
い
な
あ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
接

点
が
で
き
、
子
ど
も
は
お
年
寄
り
か
ら
学
び
、

お
年
寄
り
は
子
ど
も
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い

き
い
き
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

夢太鼓の演奏指導
（養護学校の子どもたちと）

健康体操（のんほい・ほうらい）

おおとうげ



しんしろ市民活動サポートセンター
運営委員会

～1周年！ありがとうございます。～

無我夢中で走り続けた1年間でしたが、

入場者は前年度の1.8倍ほどになる見込みで、皆

さんのご支援の賜物と、スタッフ一同感謝申し

上げます。

　さて、日ごろの感謝を込め、1周年記念行事を

次のように開催します。皆さんお誘い合わせて

お越しください。

新城まちなみ情報センター指定管理　１周年記念イべント

◇3月29日（土）・30日（日）午前10時～午後4時
◇入場　参加無料　◇内容　インターネット体
験・パソコン工作室（塗り絵、名札シールな
ど）・Wiiなど大スクリーンでゲーム・懐かしの
駅前映画館・コミュニティーサロン（ギター指
南）などを予定。

車椅子、子どもづれ、お年寄り、お子さんでも安心
に利用できる冷暖房完備、清潔なトイレ、休憩所で
す。遠慮なくご入場ください。お待ちしています。

作手川合区

スクールガード
�活動内容　ご近所力による子どもたち

　　　　　の見守り

会　　員　作手川合区の皆さん

連 絡 先　加藤春二　

　　　　　作手白鳥字セウホウ1-13

http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
で
は
、
こ
の
『
し
み
ん
の
ト
ビ

ラ
』
へ
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か

ら
の
耳
寄
り
な
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

新城まちなみ情報センター
新城市字町並304-4
JR新城駅南200m　無料Pあり
TEL24-0001　 FAX22-1112

休館日は月曜日（国民の休日のとき
は、その翌日）

開館時間は午前9時～午後8時〔た
だし、12月28日(金)と1月4日(金)
は午後5時まで〕

E-mail：kanri@machinami.info 
http://www.machinami.info

街中の安心ステーション（トイレ、休憩所) 

3月

イラッシャイマセ

　
　
手
地
区
の
巴
小
学
校
区
で
、
今
日
も
子
ど

　
　
も
た
ち
の
元
気
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
毎
朝
、
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
送

り
出
す
家
族
は
、
少
し
ず
つ
成
長
す
る
姿
を
楽

し
み
に
し
て
帰
り
を
待
ち
ま
す
。

　
　
か
し
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く

　
　
環
境
は
、
物
騒
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
万
が
一
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
い
い
が

と
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

の
活
動
に
有
志
の
方
々
が
立
ち
あ
が
っ
て
い
ま

す
。

　
　
こ
作
手
川
合
区
で
は
、
加
藤
春
二
さ
ん
が

　
　
「
自
分
に
で
き
る
範
囲
で
」
と
自
然
体
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
巴
小
学
校
か
ら
道
の
駅
の

辺
は
、
民
家
は
あ
る
が
、
そ
の
先
の
バ
ス
停
の

北
畑
〜
川
合
〜
自
分
の
住
む
住
宅
地
ま
で
は
人

気
が
な
い
の
で
心
配
と
、
集
団
登
下
校
以
外
の

人
数
の
少
な
い
時
、
低
学
年
を
中
心
に
付
き
添

っ
て
い
ま
す
。
学
校
か
ら
の
下
校
時
刻
表
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
っ
て
。

　
　
藤
さ
ん
は
、
お
と
と
し
に
大
腿
骨
骨
折
の

　
　
大
け
が
を
し
、
そ
の
リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
て

歩
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
雨
や
寒
い
と
き
は
足

が
痛
く
て
た
い
へ
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
時

は
無
理
せ
ず
休
ん
で
い
る
の
で
、
今
回
の
取
材

も
「
た
い
そ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
か
ら
」
と
遠
慮
気
味
。
で
も
、
地
区
の

方
々
や
、
市
内
各
所
で
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

有
志
の
皆
さ
ん
の
励
み
に
な
れ
ば
と
写
真
に
納

ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
後
、
各
地
区
で
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
活

　
　
動
が
定
着
す
る
に
は
、
本
当
に
警
備
で
き

る
技
術
や
装
備
を
備
え
る
こ
と
も
大
事
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
、
穏
や
か
な
中
に
も
真
剣
に
取

り
組
む
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
風
吹
く
作
手
高
原
で
す
が
、
加
藤
さ
ん
を

　
　
は
じ
め
地
区
の
温
か
さ
に
見
守
ら
れ
て
元

気
に
育
つ
子
ど
も
た
ち
は
、
必
ず
や
将
来
こ
の

地
域
の
た
め
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
・
タ
ク
ヤ
）

た

　

ご

　さ

く

か とう　はる じ

む が む ちゅう

たま もの

ぶ

っ

そ

う

は

る

じ

え

ん

り

ょ

ひ

と

け
あ
た
り

だ

い

た

い

こ

つ



　「ミニバスほーらい」は、バスケットボール

を楽しむ団体です。現在、平成 20 年度の新メ

ンバーを募集しています。私たちと一緒に、バ

スケットボールを楽しみませんか。

対　　象　市内小学校４～６年生

練習日時　毎月第 2・第 4 日曜日　

　　　　　午前９時～正午

練習場所　鳳来中部小学校体育館

会　　費　4,500 円／年（保険料含む）

　　　　　※クラブＴシャツ・パンツは別途徴収します

申込方法　入会希望者は、3 月 30日（日）、午後 1 時から、

　　　　　鳳来中部小学校体育館で行う説明会へご参加

　　　　　ください。

そ の 他　不明な点は、ご連絡ください。
問い合わせ　　TEL32-2925　所　晴子

3歳
（平成16年3月18日生）史識くん

父　伊藤　　裕さん

母　　　美有紀さん（鳳来・大野4番組）

｢サンタクロースに何を

　お願いしよ～っかなぁ？　　｣

�コメント（お子さんが話しているもの
　を50字程度で）
�写真（携帯電話で撮影したものは
　不可）
�お子さんの氏名（かな）・性別・年
　齢・生年月日
�ご両親の名前（かな）
�応募者の住所・氏名・電話番号を
　記入の上、郵送またはＥメールで
　お送りください。
郵送の場合
　〒441-1392
　じょうほう課「集まれ！ちびっ子広
　場」係
Ｅメールの場合
　info@city.shinshiro.lg.jp
　「集まれ！ちびっ子広場」係

問い合わせ

　じょうほう課  TEL23-7623

TEL  36-0211　e-mail　ta-minal@smile.ocn.ne.jpTEL  32-2212　e-mail　ariina@smile.ocn.ne.jp

TEL  35-1191　e-mail　nouen@smile.ocn.ne.jp

山びこの丘ほか3施設の指定管理者からの定期便

おかげさまで春のゆ～ゆ～ありいな

　清流寒狭川のほとりに建つ気軽にご利用いただける

施設です。この時期多くなる会社研修などの受け付けを

しています。各種なべ料理、あまご料理、鮎料理の宴会、

宿泊から研修室の貸し出しなどでご利用いただけます。

対象　市内在住の１歳から小学校
入学前までのお子さん

　鳳来ゆ～ ゆ～ ありいなで

は、3 月9日（日）午前9時から

午後9時まで、プールやトレー

ニング室を無料開放します。

　温泉を利用した体にやさし

い温水プール、人気のウォータスライダーもあり、大人から子ど

もまで1 日中楽しむことができます。

手づくりパン、物産販売を行います

ので、ご家族お揃いでご利用くださ

い。ご来場のお客様には、鳳来のお

米を使った懐かしいポン菓子をプレゼントします。

※温泉施設ご利用のお客様(13歳以上) は、入湯税150 円をご負担いただきます

鳳来ゆ～ ゆ～ ありいなでは、3月10日（月）から
14日（金）まで、施設メンテナンスの為、休業させ
ていただきます。あらかじめご了承ください。

冬季割引料金は3月20日（祝）で終了させ
ていただきます。ご了承ください。

   山びこの丘では、3月29日（土）に桜まつりを開催しま

す。この時期見ごろを迎える山び

この丘の桜並木散策などはいか

がでしょうか。また桜あんぱん、桜

餅などの販売、体験コーナーでは

万華鏡づくりがあります。皆さんでお誘い合わせの上、

ぜひこの機会にお立ち寄りください。

yamabiko-sakura festival

1歳
（平成19年1月22日生）瑞紀くん

父　小沼　政弘さん

母　　　麻衣子さん（新城・平井）

｢ども。

　　ぼく 箱入り息子だよ｣

※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限らせていただきます

※2月15日発行日現在の年齢です

ふ み の り

ゆたか

み ず き



　
私
た
ち
の
心
を
育
み
、
日
々
の
暮
ら
し
が

営
ま
れ
る
新
城
市
。

　
長
篠
合
戦
の
古
戦
場
も
、
桜
淵
の
佳
景
も

市
の
変
化
に
富
ん
だ
自
然
と
切
り
離
し
て
考

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
日
本
で
も
た
ぐ
い
稀
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

ふ
る
さ
と
を
よ
り
深
く
訪
ね
、
も
っ
と
楽
し

め
る
情
報
を
お
伝
え
で
き
た
ら
う
れ
し
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
1
年
間
「
ほ
っ
・
ほ
の
か
」
の
ペ
ー
ジ

を
担
当
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
活

動
や
声
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
誰

も
が
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
に
な
る
よ
う

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
市
の
良
さ
を
伝
え
て

き
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
行
政
か
ら
の
情
報
」
に
も
目

を
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
知
り
た
い
行

政
の
事
業
内
容
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
役
割
も
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
1
年
で
し
た
。

そ
し
て
2
年
目
、
新
た
に
充
電
し
直
し
、

新
し
く
加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
「
辛

い
け
れ
ど
お
い
し
い
!

」
と
言
わ
れ
る

広
報
紙
を
目
指
し
、
少
し
で
も
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
民
に
見
や
す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
、
行
政
が
出
し
た
い

情
報
と
市
民
が
知
り
た
い
情
報
を
融
合
さ
せ
た
広
報
紙
を
作
成
す
る
た
め
、
平
成
19

年
度
か
ら
広
報
紙
の
作
成
に
携
わ
っ
て
い
る
市
民
編
集
委
員
。

　
20
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
メ
ン
バ
ー
3
人
が
加
わ
り
ま
し
た
。
横
山
良
哲
さ
ん
、

門
林
直
人
さ
ん
、
田
村
太
一
さ
ん
で
す
。
19
年
度
か
ら
継
続
し
て
委
員
と
な
っ
て
い

る
メ
ン
バ
ー
4
人
（
夏
目
み
ゆ
き
さ
ん
、
加
藤
公
子
さ
ん
、
青
山
芳
子
さ
ん
、
加
藤

弘
依
さ
ん
）
と
と
も
に
、
委
員
の
意
気
込
み
を
紹
介
し
ま
す
。

横山良哲さん（長篠西）　

夏目みゆきさん（杉山）

加藤公子さん（鴨ヶ谷）

よ

し

あ

き

よ し あ き

き み 　こ

な
お
　
と

か

け
い

ま

れ

も
と

か
ず

き

み

　
こ

よ

し

こ

ひ

ろ

　
え



　
定
番
の
メ
ニ
ュ
ー
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」。

し
か
し
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
作
り
手

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
味
に
変
化
し

ま
す
。
具
材
に
ス
パ
イ
ス
に
隠
し
味
、

実
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
豊
富
な
一
品

で
す
。

 
市
町
村
は
全
国
２
千
有
余
あ
れ
ど
、

わ
が
ま
ち
新
城
は
１
つ
だ
け
。
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
ま
ち
の
広
報
紙

に
隠
し
味
を
加
え
、

”
お
い
し
い

“
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
が
ん
ば
り

ま
す
。
　

　
昨
年
１
年
間
、
市
民
編
集
委

員
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
多
く
の
宝
が
増
え
ま
し
た
。

　
わ
が
ま
ち
で
新
た
に
発
見
し

た
場
所
や
、
取
材
を
通
し
て
す

ば
ら
し
い
出
会
い
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ま
ち

で
「
ほ
っ
H
o
n
o
k
a
を
見

た
よ
！
」
と
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
励
み

に
な
り
ま
し
た
。

　
手
探
り
状
態
で
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
企
画
も
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
メ
ン
バ
ー
の
絆
も
さ
ら

に
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
度
か
ら
は
男
性
３
人
と
い
う

最
強
の
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
さ
ら
に
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
紙
面
を
皆
さ

ん
に
お
届
け
で
き
る
か
と
思
い

ま
す
。

 
ご
期
待
く
だ
さ
い
ま
せ
！
　

　
「
市
民
自
治
社
会
創
造
」
へ
の
第
一
歩
は
、

情
報
の
受
発
信
に
よ
る
ま
ち
の
公
共
的
課
題

の
共
有
化
。
広
報
市
民
編
集
活
動
を
通
じ
て
、

市
民
と
行
政
と
の
双
方
向
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層
深
め
、
市
民
自
ら
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
運
動
推
進
の
た
め
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
ホ
ン
ト
の
広
報
（
後
方
）
支
援
！？

お
後
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。

　
「
ほ
っ
・
ほ
の
か
の
効
果
」
　
　
　
　

・
市
長
密
着
取
材
（
2
0
0
7
年
4
月
号
）

　
映
画
話
の
影
響
で
私
も
フ
ラ
ン
ス
映
画

　
の
フ
ァ
ン

・
エ
コ
ラ
イ
フ
（
2
0
0
8
年
2
月
号
）
を

　
見
習
っ
て
、
水
止
め
歯
磨
き
習
慣
開
始

・
書
道
家
の
私
が
パ
ソ
コ
ン
で
文
を
書
く

　
の
が
好
き
に
な
る
（
苦
笑
）

※
時
代
の
流
れ
を
味
方
に
、
引
き
続
き

　
が
ん
ば
り
ま
す
。

田村太一さん（栄町）

青山芳子さん（入船）

門林直人さん（海老副川）

加藤弘依さん（湯谷）

き
ず
な

あ

と

あ

ふ

よ し 　こ

ひろ　 え

な お 　と

も と か ず



　生田さんは、長年作手商工会に勤務していましたが、

退職したのをきっかけに、長い間あたためていたグリー

ン・ツーリズムを第二の人生のスタートにしました。増

設した家を「百姓小屋」と名づけ、今春から本格的に動

き始めます。

　まずは、味噌やこんにゃく、蕎麦うちなどの生活体験

や田・畑の農業体験の希望者を募り、出会いを大切に無

理なく楽しんでやっていきたいそうです。そしてゆくゆ

くは農家民泊、レストラン、体験農場への展開も考慮に

いれているそうです。

　今ある農地と作手高原の自然を生かして、生涯現役と

してこの地域を守り、1 人でも 2 人でも仲間ができるよ

うにがんばりたいと夢を語られました。過疎化がすすむ

山間地に、明るい灯火をみた思いがした取材でした。

※グリーン・ツーリズムとは、農山漁村地域で自然、文化、人々との

　交流を楽しむ滞在型の余暇活動のことです。

　大正期（1924年）に建造された旧豊川信用金庫鳳来支

店三河大野出張所は、平成 18 年に閉鎖したあと、引

き受け手がいないと取り壊される運命にありました。

安形さんは「貴重な建物を何とか保存して文化と芸術

の拠点にしたい」と考え、買い取って全面改修し、ギ

ャラリー兼カフェとして昨年 10 月に開館させました。

　安形さん自身、遊彩書画家として国内外で活躍して

います。館内に飾られている独創的な作品には観るも

のの心をわしづかみにしてしまう迫力があり、飾らな

い人柄と感性の豊かさが伝わってきます。

　もうすぐ 58 歳の誕生日を迎える安形さん。自ら再

生した近代化遺産の建物とともに、第二の人生をスタ

ートさせています。

生田千代子さん
（59歳）市場区

百
姓
小
屋

安形憲二さん
（57歳）本久区

3

「お楽しみ図鑑」と「こんにちは」のコーナーは今月号で終了します。取材に協力してくださった皆

さん、読者の皆さん、1 年間ありがとうございました。

　次回4月号からは、新たに3人の市民編集委員が加わり、より充実した内容をお届けします。ご期待

ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青山・加藤き・加藤ひ・夏目）

※

館内にある自身の作品の前で

そ 　 ば

け ん ぞ う

ひゃくしょう ご や

こ う り ょ

ともし び

い く た

あ が た け ん じ



2

高校を卒業したあと、大きな目標に向かって歩み始める若者たちがいます。

それぞれの想いを胸に、第二の人生をスタートさせた方たちもいます。

がんばっている皆さんの中から、今回は代表して4人の方を取材しました。

生き生きとした表情で夢を語ってくださり、笑顔が満開の春到来です。

　今春、大学の文学部に進学する伊藤さんは、小説

家か脚本家を志望しています。

　高校時代は演劇部に所属し、初めて書いた脚本「イ・

レギュラーズ～ふぞろいな者たちの錯綜コンチェル

ト～」は部員 23 人で熱演し、県大会で高い評価を受

けました。それがきっかけで文章を書く仕事につき

たいと考えるようになったそうです。

　「演劇部では、部員みんなで１つの作品を作り上げ

ていく感動を味わえました。大学では日本語につい

て深く学び、文章力を高めたいと思います。公募な

どにも積極的に取り組んでいきたいです」

　後輩の部員たちに慕われる伊藤さん、将来の夢を

笑顔で語ってくれました。

※過去を引きずった高校生たちが、文化祭を通して人間的に成長

　していく過程を描いた作品

　ジャニーズ系で優しい笑顔の瀧谷君は、高校を卒業し

たばかりの 18 歳。昨年の 5 月、「全日本新空手道選手権・

軽量級」で優勝し、大会 MVP（最優秀賞）を獲得。7 月

にキックボクサーとしてプロデビューしました。（身長

161センチメートル 55キログラム）大会成績は4戦4勝4KO！

ベテラン相手に負け知らずの快進撃を続けています。

　小学校 4 年生の時、テレビで格闘技を見て「自分も強

くなりたい」と思った瀧谷君は、市内の空手道場に入門

しました。毎日稽古を続け、高校に進学するとボクシン

グジムに通い出し、3 年生になると、市内のジムで本格

的な筋肉トレーニングも始めました。

　「食べ物は母の手料理なら何でも好きです」という瀧

谷君。現在、豊橋市内にあるジムでキックボクシングの

指導をしながら、K-1 チャンピオンになることを目標に

練習に励んでいます。

瀧谷渉太くん
（18歳）川田区

伊藤知沙さん
（18歳）

新城東高校3年　橋向区

※

ジムでトレーニング中

イ・レギュラーズ～ふぞろいな者たちの錯綜コンチェルト～の一場面

さ く そ う

し た

ち 　 さ

た き や しょう た

け い こ
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2008年　3月　第12号

広報しんしろ「ほのか」「ほっHonoka」は、環境に優しい大豆インキおよび再生紙を使用しています。 

ムラサキカタバミ

　　写真／岩城忠雄

日　時　3月27日（木）午後3時から

　　 　　　28日（金）午後3時まで

集　合　多利野の家（黄柳野区）

解　散　三ケ日青年の家

定　員　15人

対象者　小・中学生とその保護者

費　用　4,000円（食事代など・別途保険代）

申 込 方 法　ファックスまたはEメールで

問い合わせ　携帯080‐6947‐5833

　　　　　　（小粥康正）

　　　　　　FAX050‐3743‐9051

　真っ暗な林道を通り、浜松の夜景を見なが

ら徹夜で 20 キロメートル歩く旅。浜名湖の

朝日の向こうにキミは何を見つけるだろうか？

多利野冒険学校は、本気で自分と向

き合う体験をします。そして子ども

たちが「本当の生きる力」を貯える

機会を提供する団体です。

メール tarino@man10maru.com

お が い や す ま さ

た り の

た り の

べ っ と

つ げ の


